
1
0
0
年
に
1
度
の

大
き
な
変
化
が
到
来
！

 

　
長
崎
県
は
、「
ま
ち
」の
佇
ま
い
が
大

き
く
変
わ
り
、ま
た
産
業
構
造
に
も
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
、ま
さ
に
１
０

０
年
に
1
度
の
大
き
な
変
革
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。 

　
本
県
で
は
、こ
の
変
化（
チ
ェ
ン
ジ
）を

「
な
が
さ
き
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
4
・
0

（
４
度
目
の
都
市
革
命
）」と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
で
は
、本
県
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ま
ち
」が
変
わ
る
！

　　
ま
ず
は
、県
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
西
九
州
新
幹
線
で
す
。（
図
1
） 

　
長
崎
〜
武
雄
温
泉
間
は
、既
に
フ
ル

規
格
で
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、武

雄
温
泉
〜
新
鳥
栖
の
在
来
線
区
間
は
、

国
が
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
導
入

を
断
念
し
た
た
め
、令
和
４
年
秋
は
武

雄
温
泉
駅
で
の
対
面
乗
換
方
式
に
よ
り

開
業
し
、新
幹
線
か
ら
リ
レ
ー
特
急
に

乗
り
換
え
て
博
多
ま
で
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
対
面
乗
換
方
式
に
よ
る
開
業
と

な
り
ま
す
が
、本
県
の
交
流
人
口
拡
大

を
は
じ
め
、地
域
振
興
に
お
け
る
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、多
く
の
お
客
様
を

お
迎
え
で
き
る
よ
う
受
入
体
制
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、新
幹
線
の
沿
線
で
は
、開
業

を
契
機
と
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
お
り
、ま
ち
の
景
色
に
も
大
き

な
変
化
が
現
れ
て
い
ま
す
。（
図
2
）長

崎
市
に
お
い
て
は
、令
和
2
年
3
月
の

長
崎
本
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と

長
崎
駅
の
新
駅
舎
移
転
を
皮
切
り

に
、今
年
11
月
1
日
に
は
出
島
メ
ッ
セ

長
崎
が
開
業（
写
真
1
）、長
崎
駅
に
直

結
し
、ヒ
ル
ト
ン
長
崎
が
隣
接
す
る
な

ど
高
い
利
便
性
を
誇
り
ま
す
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
施
し
、

安
全
・
安
心
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
が
可
能

で
あ
り
、国
内
外
か
ら
多
く
の
訪
問
客

を
呼
び
込
み
、地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。  

　
ま
た
、今
後
に
つ
い
て
も
、 

●
Ｊ
Ｒ
九
州
の
新
駅
ビ
ル
の
整
備
計
画 

●
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
長
崎

が
進
め
る 「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
図
3
）

●
松
が
枝
地
区
の
国
際
観
光
船
埠
頭

の
２
バ
ー
ス
化
と
ク
ル
ー
ズ
船
修
繕

事
業
の
拠
点
化（
写
真
2
） 

●
旧
県
庁
跡
地
に
お
け
る
歴
史
も
活
か

し
な
が
ら
、新
た
な
賑
わ
い
を
生
み
出

す
活
用
方
策
の
検
討

　
な
ど
次
々
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。ま
た
諫
早
市
、大

村
市
に
お
い
て
も
新
幹
線
駅
整
備

（
写
真
3
）と
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

が
進
む
と
と
も
に
、県
内
各
地
で
も

様
々
な
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。 

 

　
次
に
、も
う
一
つ
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、特
定
複
合
観
光
施
設（
以
下
、

I
R
）の
誘
致
で
す
。（
図
4
・
5
）Ｉ
Ｒ

と
は
、国
際
会
議
場
施
設
、展
示
施
設
、

宿
泊
施
設
、我
が
国
の
伝
統
・
文
化
等

を
活
用
し
た
魅
力
増
進
施
設
、観
光
客

を
各
地
域
に
送
り
出
す
送
客
施
設
、エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
に
カ
ジ
ノ
を

含
ん
だ
複
合
施
設
で
あ
り
、全
国
で
３

か
所
を
上
限
と
し
て
認
定
が
行
わ
れ
る

N
A
G
A
S
A
K
I P
R
E
F
E
C
T
U
R
E

長
崎
県

「
長
崎
県
の
近
未
来
像

〜N
A
G
A
SA
K
I Revolution4.0

〜
」に
つ
い
て 

写真1　出島メッセ長崎

図1　西九州新幹線　かもめ

図2　JR長崎東口駅前広場の完成イメージ

写真2　長崎港松が枝国際観光船埠頭 写真3　新JR諫早駅

図4　特定複合観光施設（IR）のイメージ
※事業者からの提案であり、今後デザイン含め変更の可能性があります。

図5　特定複合観光施設（IR）の全景イメージ
※事業者からの提案であり、今後デザイン含め変更の可能性があります。

図3　長崎スタジアムシティプロジェクト　※構想段階のため今後デザイン含め変更の可能性があります。　
提供：ジャパネットホールディングス 

（
寄
稿
：
長
崎
県
）

32FFG MONTHLY SURVEY Vol.141



1
0
0
年
に
1
度
の

大
き
な
変
化
が
到
来
！

 

　
長
崎
県
は
、「
ま
ち
」の
佇
ま
い
が
大

き
く
変
わ
り
、ま
た
産
業
構
造
に
も
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
、ま
さ
に
１
０

０
年
に
1
度
の
大
き
な
変
革
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。 

　
本
県
で
は
、こ
の
変
化（
チ
ェ
ン
ジ
）を

「
な
が
さ
き
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
4
・
0

（
４
度
目
の
都
市
革
命
）」と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
で
は
、本
県
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ま
ち
」が
変
わ
る
！

　　
ま
ず
は
、県
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
西
九
州
新
幹
線
で
す
。（
図
1
） 

　
長
崎
〜
武
雄
温
泉
間
は
、既
に
フ
ル

規
格
で
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、武

雄
温
泉
〜
新
鳥
栖
の
在
来
線
区
間
は
、

国
が
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
導
入

を
断
念
し
た
た
め
、令
和
４
年
秋
は
武

雄
温
泉
駅
で
の
対
面
乗
換
方
式
に
よ
り

開
業
し
、新
幹
線
か
ら
リ
レ
ー
特
急
に

乗
り
換
え
て
博
多
ま
で
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
対
面
乗
換
方
式
に
よ
る
開
業
と

な
り
ま
す
が
、本
県
の
交
流
人
口
拡
大

を
は
じ
め
、地
域
振
興
に
お
け
る
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、多
く
の
お
客
様
を

お
迎
え
で
き
る
よ
う
受
入
体
制
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、新
幹
線
の
沿
線
で
は
、開
業

を
契
機
と
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
お
り
、ま
ち
の
景
色
に
も
大
き

な
変
化
が
現
れ
て
い
ま
す
。（
図
2
）長

崎
市
に
お
い
て
は
、令
和
2
年
3
月
の

長
崎
本
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と

長
崎
駅
の
新
駅
舎
移
転
を
皮
切
り

に
、今
年
11
月
1
日
に
は
出
島
メ
ッ
セ

長
崎
が
開
業（
写
真
1
）、長
崎
駅
に
直

結
し
、ヒ
ル
ト
ン
長
崎
が
隣
接
す
る
な

ど
高
い
利
便
性
を
誇
り
ま
す
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
施
し
、

安
全
・
安
心
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
が
可
能

で
あ
り
、国
内
外
か
ら
多
く
の
訪
問
客

を
呼
び
込
み
、地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。  

　
ま
た
、今
後
に
つ
い
て
も
、 

●
Ｊ
Ｒ
九
州
の
新
駅
ビ
ル
の
整
備
計
画 

●
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
長
崎

が
進
め
る 「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
図
3
）

●
松
が
枝
地
区
の
国
際
観
光
船
埠
頭

の
２
バ
ー
ス
化
と
ク
ル
ー
ズ
船
修
繕

事
業
の
拠
点
化（
写
真
2
） 

●
旧
県
庁
跡
地
に
お
け
る
歴
史
も
活
か

し
な
が
ら
、新
た
な
賑
わ
い
を
生
み
出

す
活
用
方
策
の
検
討

　
な
ど
次
々
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。ま
た
諫
早
市
、大

村
市
に
お
い
て
も
新
幹
線
駅
整
備

（
写
真
3
）と
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

が
進
む
と
と
も
に
、県
内
各
地
で
も

様
々
な
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。 

 

　
次
に
、も
う
一
つ
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、特
定
複
合
観
光
施
設（
以
下
、

I
R
）の
誘
致
で
す
。（
図
4
・
5
）Ｉ
Ｒ

と
は
、国
際
会
議
場
施
設
、展
示
施
設
、

宿
泊
施
設
、我
が
国
の
伝
統
・
文
化
等

を
活
用
し
た
魅
力
増
進
施
設
、観
光
客

を
各
地
域
に
送
り
出
す
送
客
施
設
、エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
に
カ
ジ
ノ
を

含
ん
だ
複
合
施
設
で
あ
り
、全
国
で
３

か
所
を
上
限
と
し
て
認
定
が
行
わ
れ
る

N
A
G
A
S
A
K
I P
R
E
F
E
C
T
U
R
E

長
崎
県

「
長
崎
県
の
近
未
来
像

〜N
A
G
A
SA
K
I Revolution4.0

〜
」に
つ
い
て 

写真1　出島メッセ長崎

図1　西九州新幹線　かもめ

図2　JR長崎東口駅前広場の完成イメージ

写真2　長崎港松が枝国際観光船埠頭 写真3　新JR諫早駅

図4　特定複合観光施設（IR）のイメージ
※事業者からの提案であり、今後デザイン含め変更の可能性があります。

図5　特定複合観光施設（IR）の全景イメージ
※事業者からの提案であり、今後デザイン含め変更の可能性があります。

図3　長崎スタジアムシティプロジェクト　※構想段階のため今後デザイン含め変更の可能性があります。　
提供：ジャパネットホールディングス 

（
寄
稿
：
長
崎
県
）

33 FFG MONTHLY SURVEY Vol.141



③西海市江島平島沖
  （潮流ナーサリーサイト）
  江島東側、江島北側、平島東側

①五島市椛島沖
   （浮体式洋上風力）

五島市沖

実証フィールド

②五島市久賀島沖
  （潮流）
  奈留瀬戸
  田ノ浦瀬戸

見
込
み
で
す
。Ｉ
Ｒ
は
、国
際
的
な

M
I
C
E
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、「
国
際

競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
滞
在
型
観

光
」を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

国
策
で
あ
り
、「
2
0
3
0
年
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
を
6,
0
0
0
万

人
、消
費
額
を
15
兆
円
」と
す
る
政
府

目
標
達
成
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
導
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
本
県
に
と
っ
て
も
、Ｉ
Ｒ
の
整
備
は
、

交
流
人
口
の
拡
大
等
に
よ
り
地
域
経
済

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
、新

た
な
雇
用
創
出
、ひ
い
て
は
定
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、本
県
を

起
点
と
し
た
九
州
の
地
方
創
生
実
現
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
ま
す
。本
県
で
は
、

大
村
湾
に
面
し
た
佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
地
域
に
、31
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
Ｉ
Ｒ

用
地
を
確
保
し
て
お
り
、Ｉ
Ｒ
の
設
置
運

営
事
業
者
と
し
て「
カ
ジ
ノ
オ
ー
ス
ト
リ

ア
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
パ
ン
」を
公

募
に
よ
り
選
定
し
ま
し
た
。九
州
・
長
崎

Ｉ
Ｒ
な
ら
で
は
の
ア
ジ
ア
と
の
近
接
性

や
、海
に
面
し
、島
を
活
か
す
こ
と
の
で

き
る
特
長
、九
州
一
体
の
推
進
体
制
、県

内
の
合
意
形
成
な
ど
の
強
み
を
最
大
限

に
活
か
し
な
が
ら
、国
の
認
定
が
得
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、Ｉ
Ｒ
を
誘
致
し
て
い
る
県
北
地

域
に
お
い
て
も
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
ん
で
お
り
、Ｉ
Ｒ
区
域
に
近
接
す
る
浦

頭
地
区
に
お
け
る
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備（
図
6
）や
、九
十
九
島
を
望
む
俵
ヶ

浦
半
島
に
お
い
て
は
豊
か
な
自
然
や
歴

史
を
活
か
し
た
観
光
公
園
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
産
業
構
造
」が
変
わ
る
！

 

　
次
に
、産
業
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。 

　
長
崎
県
の
基
幹
産
業
の
一
つ
は
造

船
業
で
あ
り
、県
内
に
は
多
く
の
造
船

関
連
企
業
が
立
地
し
て
い
ま
す
。本
県

は
造
船
に
関
し
、我
が
国
を
リ
ー
ド
す

る
位
置
に
あ
り
、引
き
続
き
本
県
の
基

幹
産
業
と
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
が
、

現
在
、世
界
中
で
、ロ
ボ
ッ
ト
や
A
I
、

I
o
T
な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た

革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
が

次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。本
県
で

も
、こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
を
踏
ま
え
、

造
船
業
等
に
次
ぐ
新
た
な
基
幹
産
業

を
作
り
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、県
と
し
て
新
た
な
基
幹
産

業
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
分
野
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

　
ま
ず
は
、A
I
・
I
o
T
・ロ
ボ
ッ
ト
関

連
産
業
で
す
。県
で
は
、平
成
29
年
12
月

に
、オ
フ
ィ
ス
ビ
ル「
ク
レ
イ
ン
ハ
ー
バ
ー

長
崎
ビ
ル
」（
写
真
4
）を
整
備
し
、情
報

通
信
関
連
企
業
の
誘
致
を
強
化
し
ま
し

た
が
、近
年
の
B
C
P（
災
害
時
の
事
業

継
続
計
画
）意
識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ

り
、日
本
を
代
表
す
る
情
報
系
企
業
の

研
究
・
開
発
拠
点
の
立
地
が
相
次
い
で

お
り
、こ
う
し
た
誘
致
企
業
と
県
内

企
業
の
連
携
強
化
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
促
す
と
と
も
に
、新
技
術
の

導
入
促
進
や
人
材
育
成
等
を
図
っ
て
い

ま
す
。 

　
県
内
で
は
、長
崎
県
立
大
学
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
学
科
や
長
崎
大
学
の
情

報
デ
ー
タ
科
学
部
の
新
設
な
ど
、優
秀

な
Ｉ
Ｔ
人
材
を
供
給
で
き
る
状
況
で

あ
り
、さ
ら
な
る
企
業
集
積
と
県
内
企

業
の
育
成
に
よ
り
、新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

　
2
つ
目
は
、航
空
機
関
連
産
業
で

す
。国
内
の
航
空
機
関
連
産
業
の
生
産

額
は
、こ
の
10
年
間
で
1
・
6
倍
の
1
兆

８
千
億
円
と
な
り
、２
０
３
０
年
に
は

３
兆
円
を
超
え
る
と
い
わ
れ
、成
長
産

業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。そ
こ

で
本
県
が
有
す
る
造
船
業
・
プ
ラ
ン
ト

産
業
の
高
い
技
術
を
活
か
し
、航
空
機

関
連
産
業
の
新
た
な
集
積
地
と
な
る
よ

う
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
3
つ
目
は
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産

業
で
す
。こ
ち
ら
も
造
船
業
・
プ
ラ
ン
ト

産
業
の
高
い
技
術
を
活
か
し
、海
洋
県

長
崎
と
し
て
、全
国
に
先
駆
け
て
取
組

を
進
め
て
き
た
洋
上
風
力
発
電
を
中

心
に
、中
核
企
業
の
育
成
や
共
同
受
注

体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
図
7
・
写
真
5
）そ
の
他
、本
県
で
は

様
々
な
企
業
を
誘
致
し
、半
導
体
関
連

産
業
や
自
動
車
関
連
産
業
な
ど
、多
く

の
企
業
の
皆
様
に
立
地
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。（
写
真
6
） 

 

チ
ェ
ン
ジ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
誌
面
の
関
係
上
、主
な
も
の
だ
け
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、詳
細
な
内
容
や
各

地
域
に
お
け
る
そ
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、本
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に「
長
崎
県
の
近
未
来
像
」と
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
本
県
の
大
き
な
変
化（
チ
ェ
ン
ジ
）

に
更
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
い
、本
県
の
地

域
活
性
化
、経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
県
内

外
の
関
係
皆
様
の
ご
支
援
・ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

図6　佐世保市浦頭地区における国際ターミナル整備

写真4　クレインハーバー長崎ビル

図7　再エネ海域利用法に基づく促進区域 

写真5　世界初のハイブリッドスパー型　
　　　　浮体式洋上風力発電
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③西海市江島平島沖
  （潮流ナーサリーサイト）
  江島東側、江島北側、平島東側

①五島市椛島沖
   （浮体式洋上風力）

五島市沖

実証フィールド

②五島市久賀島沖
  （潮流）
  奈留瀬戸
  田ノ浦瀬戸

見
込
み
で
す
。Ｉ
Ｒ
は
、国
際
的
な

M
I
C
E
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、「
国
際

競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
滞
在
型
観

光
」を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

国
策
で
あ
り
、「
2
0
3
0
年
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
を
6,
0
0
0
万

人
、消
費
額
を
15
兆
円
」と
す
る
政
府

目
標
達
成
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
導
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
本
県
に
と
っ
て
も
、Ｉ
Ｒ
の
整
備
は
、

交
流
人
口
の
拡
大
等
に
よ
り
地
域
経
済

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
、新

た
な
雇
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出
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は
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が
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県
を

起
点
と
し
た
九
州
の
地
方
創
生
実
現
の

チ
ャ
ン
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捉
え
て
い
ま
す
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県
で
は
、

大
村
湾
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面
し
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佐
世
保
市
ハ
ウ
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テ
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ボ
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域
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、31
ヘ
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タ
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Ｉ
Ｒ
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お
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、Ｉ
Ｒ
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業
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ジ
ノ
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ー
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シ
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パ
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Ｉ
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、Ｉ
Ｒ
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地
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プ
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ェ
ク
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で
お
り
、Ｉ
Ｒ
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域
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る
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国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
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図
6
）や
、九
十
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俵
ヶ

浦
半
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自
然
や
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史
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光
公
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ま
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産
業
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造
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わ
る
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ボ
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踏
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産
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新
た
な
基
幹
産
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介
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、A
I
・
I
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T
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ボ
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関
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産
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携
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に
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技
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の
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や
人
材
育
成
等
を
図
っ
て
い

ま
す
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で
は
、長
崎
県
立
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の
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や
長
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大
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の
情
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科
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部
の
新
設
な
ど
、優
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な
Ｉ
Ｔ
人
材
を
供
給
で
き
る
状
況
で

あ
り
、さ
ら
な
る
企
業
集
積
と
県
内
企

業
の
育
成
に
よ
り
、新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

　
2
つ
目
は
、航
空
機
関
連
産
業
で

す
。国
内
の
航
空
機
関
連
産
業
の
生
産

額
は
、こ
の
10
年
間
で
1
・
6
倍
の
1
兆

８
千
億
円
と
な
り
、２
０
３
０
年
に
は

３
兆
円
を
超
え
る
と
い
わ
れ
、成
長
産

業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。そ
こ

で
本
県
が
有
す
る
造
船
業
・
プ
ラ
ン
ト

産
業
の
高
い
技
術
を
活
か
し
、航
空
機

関
連
産
業
の
新
た
な
集
積
地
と
な
る
よ

う
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
3
つ
目
は
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産

業
で
す
。こ
ち
ら
も
造
船
業
・
プ
ラ
ン
ト

産
業
の
高
い
技
術
を
活
か
し
、海
洋
県

長
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と
し
て
、全
国
に
先
駆
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て
取
組

を
進
め
て
き
た
洋
上
風
力
発
電
を
中

心
に
、中
核
企
業
の
育
成
や
共
同
受
注

体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
図
7
・
写
真
5
）そ
の
他
、本
県
で
は

様
々
な
企
業
を
誘
致
し
、半
導
体
関
連

産
業
や
自
動
車
関
連
産
業
な
ど
、多
く

の
企
業
の
皆
様
に
立
地
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。（
写
真
6
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ま
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ク
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は
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ム
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上
に「
長
崎
県
の
近
未
来
像
」と
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て

掲
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て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
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こ
の
本
県
の
大
き
な
変
化（
チ
ェ
ン
ジ
）

に
更
な
る
チ
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レ
ン
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を
行
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、本
県
の
地

域
活
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化
、経
済
活
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化
に
つ
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げ
た
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と
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ま
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の
で
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と
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外
の
関
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の
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